
宮
嶋
議
員
の
修
正
案
は
、

令
和
４
年
度
か
す
み
が
う
ら

市
一
般
会
計
予
算
か
ら
、
①

複
合
交
流
拠
点
施
設
等
整
備

事
業
に
お
け
る
用
地
取
得
費

な
ら
び
に
実
施
設
計
業
務
委

託
お
よ
び
関
連
す
る
費
用
合

計
11
億
７
４
１
４
万
４
千
円
、

②
霞
台
厚
生
施
設
組
合
負
担

金
の
う
ち
霞
台
旧
施
設
解
体

調
査
設
計
業
務
委
託
料
の
か

す
み
が
う
ら
市
負
担
分
３
９

９
万
９
千
円
、
③
（
仮
称
）

ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
運
営
に

関
す
る
経
費
の
う
ち
公
園
用

地
取
得
費
１
９
０
０
万
円
、

以
上
３
点
の
減
額
と
、
現
在

の
第
２
常
陸
野
公
園
の
借
地

返
還
交
渉
の
た
め
の
単
年
度

限
定
の
土
地
借
上
料
２
２
５

万
２
千
円
の
増
額
、
合
わ
せ

て
、
一
般
会
計
予
算
総
額
１

９
５
億
６
５
０
０
万
円
を
１

８
３
億
７
０
１
０
万
９
千
円

に
修
正
す
る
も
の
で
す
。

佐
藤
議
員
の
賛
成
討
論
は

次
の
と
お
り
で
す
。

当
初
、
複
合
交
流
拠
点
施

設
の
設
置
場
所
は
、
市
の
保

有
地
で
あ
る
稲
吉
ふ
れ
あ
い

公
園
が
Ａ
ラ
ン
ク
の
候
補
地

と
さ
れ
、
15
カ
所
の
候
補
地

➁
と
も
位
置
付
け
ら
れ
お
り
、

面
積
は
同
公
園
５
０
０
０
㎡

を
含
む
３
１
，
５
０
０
．
７

㎡
で
、
総
合
評
価
で
は
「
JR

神
立
駅
か
ら
の
徒
歩
で
の
ア

ク
セ
ス
性
が
高
く
、
既
存
の

都
市
公
園
を
活
用
す
る
こ
と

で
ま
と
ま
っ
た
土
地
の
確
保

が
可
能
だ
」
と
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
購
入
予
定
地
で
あ
る

日
立
製
作
所
の
旧
筑
波
ハ
ウ

ス
跡
地
は
Ｄ
ラ
ン
ク
で
し
た
。

小
学
校
区
単
位
が
日
常
生

活
圏
と
し
て
最
も
暮
ら
し
や

す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
都

市
部
で
は
徒
歩
も
し
く
は
自

転
車
で
集
ま
れ
る
範
囲
が
適

切
で
す
。
高
齢
化
が
進
む
時

代
で
す
か
ら
な
お
さ
ら
で
す
。

同
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
下
稲

吉
小
学
校
及
び
下
稲
吉
東
小

学
校
と
位
置
的
に
は
重
な
っ

て
お
り
、
正
に
適
地
で
す
。

下
稲
吉
中
学
校
に
も
近
い
位

置
に
あ
り
ま
す
。
公
園
が
少

な
い
と
言
う
な
ら
、
同
ふ
れ

あ
い
公
園
に
隣
接
す
る
未
開

発
の
土
地
を
購
入
す
れ
ば
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
４

年
度
下
水
道
事
業
予
算
に
、

同
ふ
れ
あ
い
公
園
に
隣
接
す

る
調
整
池
５
０
０
０
㎡
の
購

入
費
は
１
億
７
７
４
万
円
で

す
か
ら
、
２
億
円
あ
れ
ば
１

万
㎡
の
公
園
用
地
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
旧
筑
波
ハ
ウ
ス
跡

地
は
、
土
浦
市
神
立
地
区
に

隣
接
し
て
お
り
日
常
生
活
圏

と
し
て
は
土
浦
市
神
立
地
内

と
重
な
っ
て
お
り
、
適
地
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
現

在
、
当
該
土
地
か
ら
固
定
資

産
税
が
年
間
６
０
０
万
円
程

度
入
っ
て
お
り
、
市
が
購
入

す
れ
ば
、
そ
の
分
永
年
に
亘わ

た

り
減
収
と
な
り
当
市
の
独
自

財
源
が
失
わ
れ
ま
す
。
し
か

も
市
当
局
は
、
同
地
内
に
は

建
築
廃
材
が
埋
設
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
日
立

製
作
所
と
土
地
購
入
の
交
渉

を
し
た
と
し
て
い
ま
す
が
、

「
旧
筑
波
ハ
ウ
ス
用
地
全
面

積
２
万
９
千
㎡
購
入
先
に
あ

り
き
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

住
民
の
声
を
無
視
し
て
、

旧
筑
波
ハ
ウ
ス
用
地
を
購
入

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
本
予
算
か
ら
の
削
除
は

当
然
だ
と
考
え
ま
す
。

発行/2022年４月
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（１）２０２２年４月

「
市
民
の
声
を
生
か
す
市

政
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
」

と
傍
聴
し
て
い
つ
も
感
じ
る

こ
と
だ
▼
市
長
が
公
約
に
し

て
い
る
複
合
交
流
施
設
は
、

か
す
み
が
う
ら
市
の
中
心
市

街
地
で
は
な
く
土
浦
市
神
立

地
区
に
隣
接
す
る
場
所
に
造

る
と
言
う
。
施
設
を
造
る
こ

と
に
は
賛
成
だ
が
、
な
に
し

ろ
場
所
が
悪
い
。
そ
れ
も
産

廃
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
旧
筑

波
ハ
ウ
ス
社
宅
の
跡
地
だ
。

そ
の
事
実
を
隠
し
て
ま
で
事

業
を
強
行
す
る
と
し
て
い
る

が
、
多
く
の
市
民
の
理
解
は

得
ら
れ
な
い
と
思
う
▼
い
ま
、

日
立
製
作
所
と
い
う
大
企
業

の
倫
理
観
が
問
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
亀
有
か
ら

引
っ
越
し
す
る
際
に
、
産
廃

を
埋
め
て
造
成
し
て
い
た
こ

と
は
重
大
だ
。
廃
棄
物
を
取

り
除
け
ば
問
題
な
い
と
言
え

る
だ
ろ
う
か
▼
坪
井
市
長
は

今
期
限
り
で
引
退
す
る
と
表

明
し
た
が
、
報
道
に
よ
る
と

「
交
流
拠
点
の
整
備
は
未
着

工
で
あ
る
こ
と
か
ら
『
道
半

ば
』
と
し
、
後
進
に
委
ね
る
」

ゆ
だ

と
語
っ
た
と
言
う
。
無
責
任

極
ま
り
な
い
態
度
だ
が
、
７

月
の
市
長
選
挙
で
は
市
民
の

立
場
に
立
つ
市
長
を
選
び
た

い
も
の
だ
。

【
Ｋ
・
Ｈ
】

議

会

傍

聴

記
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３４９７円

９３０円

宮
嶋
謙
議
員

令
和
４
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
に
修
正
案

佐
藤
議
員

用
地
取
得
費
11
億
円
削
除
に
賛
成
討
論

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
第
１
回
定
例
会

の
最
終
日
３
月
24
日
、
宮
嶋
謙
議
員
は
令

和
４
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
予

算
案
に
修
正
動
議
を
提
出
。
矢
口
龍
人
議

員
と
設
楽
健
夫
議
員
及
び
佐
藤
文
雄
議
員

が
賛
同
者
で
動
議
は
成
立
し
ま
し
た
。

佐
藤
議
員
と
矢
口
議
員
及
び
設
楽
議
員

が
賛
成
討
論
、
川
村
成
二
議
員
が
反
対
討

論
に
立
ち
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
の
た
め

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

産
廃
が
埋
設
さ
れ
て
い
た
旧
筑
波
ハ
ウ
ス
跡
地
11
億
円
の
買
収
は
や
め
、

複
合
交
流
拠
点
施
設
は
稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
を
中
心
に
！

下稲吉小

下稲吉東小

ふれあい公園

旧筑波ハウス

土浦市神立地内

稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
は

Ａ
ラ
ン
ク

日
常
生
活
圏
の
適
地
は

稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園

かすみがうら市
第１回定例会

〇は、半径５００ｍの範囲
を示しています



複
合
交
流
拠
点
施
設
建
設

に
関
わ
る
住
民
説
明
会
が
、

１
月
18
日
、
大
塚
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
午
前
部
と
午
後

部
の
２
回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
議
員
は
「
住
民
監
査

請
求
の
結
果
が
出
さ
れ
た
の

が
８
月
24
日
。
監
査
結
果
で

は
、
土
地
購
入
契
約
に
つ
い

て
は
棄
却
と
し
た
が
、
市
長

に
対
し
て
、
施
設
整
備
に
対

す
る
市
民
の
希
望
を
調
査
す

る
た
め
の
住
民
説
明
会
を
開

催
す
る
よ
う
勧
告
し
て
い
た
。

住
民
説
明
会
で
も
、
何
人
も

の
方
か
ら
、
開
催
が
遅
す
ぎ

る
と
の
声
が
上
が
っ
た
」
と

指
摘
し
た
上
で
、
日
立
製
作

所
の
旧
筑
波
ハ
ウ
ス
地
内
に

埋
設
さ
れ
た
廃
棄
物
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た

た
だ

◇

◇

佐
藤
議
員
：
「
平
成
29
年

３
月
２
日
付
の
起
案
書

（
都
市
計
画
道
路
用
地
の
廃

棄
物
処
理
に
係
る
日
立
製

作
所
と
の
覚
書
）
に
、
平

成
27
年
12
月
22
日
に
日

立
製
作
所
と
都
市
計
画
道

路
用
地
と
し
て
土
地
売
買

契
約
が
成
立
し
た
土
地
の

一
部
か
ら
廃
棄
物
が
確
認

さ
れ
た
。
本
年
度
発
注
済

み
区
間
の
う
ち
30
メ
ー
ト

ル
区
間
ナ
ン
バ
ー
26
か
ら

ナ
ン
バ
ー
27
＋
10
か
ら

廃
棄
物
が
確
認
さ
れ
、
廃

棄
物
の
埋
設
状
況
か
ら
旧

筑
波
ハ
ウ
ス
駐
車
場
敷
地

の
広
範
囲
に
埋
設
さ
れ
る

と
判
断
す
る
」
と
あ
る
。

市
長
は
、
こ
の
こ
と
を
十

分
に
理
解
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
【
上
記
図
】
。

市
長
：
そ
の
と
お
り
で
す
。

佐
藤
議
員
：
そ
れ
を
承
知

で
、
昨
年
５
月
31
日
の
売

買
契
約
を
締
結
す
る
意
思

を
有
す
る
こ
と
を
相
互
に

確
認
す
る
と
い
う
合
意
書

を
か
す
み
が
う
ら
市
と
日

立
側
と
で
締
結
す
る
と
い

う
こ
と
は
議
会
や
市
民
を

欺
く
行
為
で
は
な
い
か
。

あ
ざ
む

地
中
に
あ
る
廃
棄
物
を
撤

去
す
れ
ば
済
む
こ
と
で
は

な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、
反
対

側
に
プ
ル
ミ
っ
こ
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
こ
も
日
立
の

土
地
が
一
部
か
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
土
地
か
ら
は

建
築
廃
材
が
出
て
い
る
。

市
長
は
、
建
築
廃
材
が
出

て
い
た
と
い
う
の
は
分
か
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
す

か
。

市
長
：
あ
の
周
辺
か
ら
そ

う
い
っ
た
も
の
が
道
路
整

備
で
出
て
き
た
こ
と
は
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。

◇

◇

佐
藤
議
員
は
「
起
案
書
に

は
、
旧
筑
波
ハ
ウ
ス
の
駐
車

場
に
建
築
廃
材
が
あ
る
と
想

定
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
そ
れ

を
分
か
っ
て
い
て
購
入
し
よ

う
と
し
た
の
か
。
候
補
地
⑥

一
部
（
社
宅
跡
地
駐
車
場
）

が
５
０
０
０
㎡
で
は
な
い
か
。

だ
か
ら
当
初
５
０
０
０
㎡
と

言
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

質
し
ま
し
た
。
公
室
長
は

た
だ「

道
路
を
挟
ん
で
の
候
補
地

の
面
積
と
認
識
し
て
い
た
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
５
０

０
０
㎡
は
市
の
保
有
地
で
当

初
は
15
個
所
の
候
補
地
➁
に

挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。
５
０

０
０
㎡
で
は
複
合
交
流
拠
点

施
設
を
設
置
す
る
に
は
足
り

な
い
た
め
隣
接
す
る
土
地
の

購
入
も
視
野
に
あ
り
ま
し
た
。

◇

◇

佐
藤
議
員
：
稲
吉
ふ
れ
あ

い
公
園
が
位
置
的
に
は
す

ば
ら
し
い
場
所
に
な
る
。

何
故
、
11
億
円
も
投
入
し

て
、
産
廃
が
埋
設
さ
れ
た

土
地
（
旧
筑
波
ハ
ウ
ス
社

宅
跡
地
２
万
９
千
㎡
）
を

購
入
す
る
の
で
す
か
。
そ

の
必
要
性
は
な
い
と
い
う

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

あ
る
市
民
は
、
『
か
す

み
が
う
ら
市
の
森
友
学
園

事
件
だ
』
と
、
語
っ
て
い

ま
し
た
。
企
業
（
日
立
製

作
所
）
自
ら
が
建
築
廃
材

を
埋
設
を
し
て
お
い
て
、

指
摘
を
受
け
た
ら
、
そ
れ

を
取
り
除
く
。
当
然
で
は

な
い
か
。
そ
れ
で
か
す
み

が
う
ら
市
に
11
億
円
で
売

却
す
る
。
こ
れ
で
市
民
は
、

絶
対
納
得
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。

◇

◇

佐
藤
議
員
は
、
令
和
２
年

３
月
に
提
出
さ
れ
た
『
中
心

市
街
地
土
地
利
用
基
本
構
想
』

に
は
、
施
設
を
２
階
建
て
に

す
る
プ
ラ
ン
も
あ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

２０２２年 ４月（２）かすみがうら新聞１４６号

廃
棄
物
が
埋
設
さ
れ
て
い
た
旧
筑
波
ハ
ウ
ス
用
地

２
万
９
千
㎡

11
億
円
で
の
買
収
問
題
を
追
及

市
民
一
人
当
た
り
２
万
７
５
０
０
円
の
む
だ
遣
い
や
め
よ
！

佐 藤 議 員
一 般 質 問

日
立
製
作
所
自
ら
が
産
廃
を
埋
設
、
そ
れ
を
取
り
除
く
の
は
当
然

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
第
１
回
定
例
会

の
一
般
質
問
で
佐
藤
議
員
は
３
月
７
日
、

「
日
立
製
作
所
の
旧
筑
波
ハ
ウ
ス
駐
車
場

敷
地
の
広
範
囲
に
廃
棄
物
が
埋
設
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
何
故
購
入
す

る
の
か
」
と
坪
井
市
長
に
迫
り
ま
し
た
。

平成29年（2017年）３月２日の起案書には、「本年度発注済区間のうち３０ｍ区間（№2

6～№27+10）からも廃棄物が確認され、廃棄物の埋設状況から旧筑波ハウス駐車

場敷地の広範囲に埋設されていると判断します。来年度の道路工事にも影響がある

ことから、（中略）㈱日立製作所と協議を重ね別紙のとおり覚書を作成」とあり、市長

は起案書に捺印している。

１５カ所における候補地⑥が最有力地としているが、総合評価では「JR神
立駅から徒歩でのアクセス性は良いが、土地の規模や形状から、複合交
流拠点施設や防災公園の併設が難しい」とされていた。全体面積は１０，４
６７㎡となっていましたが、その一部が旧筑波ハウス地内は５０００㎡である
ことが分かりました。緑色の斜線個所

神
立
停
車
場
線

５０００㎡の個所

プルミっこ保育園

候補地⑥

神立停車場線道路改良工事から出土した
建築廃材【写真】



最
後
に
佐
藤
議
員
は
、
旧

筑
波
ハ
ウ
ス
社
宅
跡
地
購
入

疑
惑
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

◇

◇

佐
藤
議
員
：
４
年
前
の
か

す
み
が
う
ら
市
長
選
の
公

約
に
、
坪
井
市
長
が
「
神

立
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、

か
す
み
が
う
ら
市
の
新
し

い
街
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
」
と
書
い
て
あ
る
。

そ
し
て
、
「
中
心
市
街
地

に
複
合
交
流
拠
点
の
整
備

を
進
め
ま
す
」
と
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

頃
か
ら
既
に
日
立
の
筑
波

ハ
ウ
ス
の
跡
地
の
購
入
を

考
え
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
す
か
。
【
左
図
が

坪
井
氏
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

抜
粋
】

市
長
：
計
画
は
つ
く
り
ま

し
た
が
、
土
地
に
関
し
て

は
一
切
白
紙
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◇

◇

佐
藤
議
員
は
「
土
浦
市
は

立
地
適
正
化
計
画
に
基
づ
く

街
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。

私
た
ち
が
や
る
の
は
、
か
す

み
が
う
ら
の
立
地
適
正
化
計

画
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
ま

ち
の
真
ん
中
に
複
合
交
流
施

設
を
つ
く
る
こ
と
が
一
番
大

事
だ
。
約
２
万
人
の
人
口
を

抱
え
る
市
街
地
の
施
設
と
し

て
は
小
さ
過
ぎ
る
の
で
、
産

廃
が
埋
設
さ
れ
た
旧
筑
波
ハ

ウ
ス
跡
地
を
11
億
円
で
購
入

す
る
よ
り
も
、
住
民
の
意
向

を
聞
い
て
、
そ
の
お
金
を
有

効
に
使
っ
て
良
い
建
物
に
す

る
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
は
、
「
所
得

割
」
及
び
「
資
産
割
」
の
応

能
分
と
「
均
等
割
」
及
び

「
平
等
割
」
の
応
益
分
の
４

方
式
を
「
所
得
割
」
と
「
均

等
割
」
の
２
方
式
に
改
定
し

税
率
を
改
め
る
も
の
で
す
。

◇

◇

日
本
共
産
党
は
、
高
す
ぎ

る
国
保
税
を
『
協
会
け
ん
ぽ
』

並
み
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を

主
張
し
て
い
ま
す
。
全
国
知

事
会
は
２
０
１
４
年
、
国
保

税
を
「
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険

料
並
み
」
に
引
き
下
げ
る
た

め
に
「
１
兆
円
の
公
費
負
担

増
」
を
政
府
に
要
望
し
ま
し

た
。国

保
税
が
、
協
会
け
ん
ぽ

な
ど
の
被
用
者
保
険
と
比
べ

て
、
著
し
く
高
く
な
る
大
き

な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

国
保
に
し
か
な
い
「
均
等
割
」

「
平
等
割
（
世
帯
割
）
」
と

い
う
保
険
料
算
定
で
す
。

被
用
者
保
険
の
保
険
料
は
、

収
入
に
保
険
料
率
を
か
け
て

計
算
す
る
だ
け
で
、
家
族
の

人
数
が
保
険
料
に
影
響
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国

保
税
は
、
所
得
に
保
険
料
率

を
か
け
る
「
所
得
割
」
、
固

定
資
産
税
額
に
応
じ
て
か
か

る
「
資
産
割
」
の
ほ
か
に
、

世
帯
員
の
人
数
に
応
じ
て
か

か
る
「
均
等
割
」
、
各
世
帯

に
定
額
で
か
か
る
「
平
等
割
」

を
合
算
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
「
均
等
割
」
は
、

法
律
で
必
ず
徴
収
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
定
は
、
そ
れ
に

準
じ
た
も
の
で
「
所
得
割
」

と
「
均
等
割
」
の
２
方
式
と

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
従
っ

て
依
然
と
し
て
均
等
割
が
国

保
税
に
お
け
る
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
は
、
当
市

が
18
歳
未
満
ま
で
の
子
ど
も

の
均
等
割
を
独
自
に
半
額
に

し
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
税
率
改
正
で
負
担

増
の
な
る
世
帯
が
１
８
８
５

（
31
・
02
％
）
に
及
ぶ
こ

と
は
問
題
で
す
【
上
表
①
】
。

基
金
の
繰
り
入
れ
等
で
不
足

分
３
，
４
３
１
万
円
を
解
消

す
べ
き
で
す
。

（３）２０２２年 ４月 かすみがうら新聞 １４６号

坪井市長は４年前の市長選の公約に、「神立地域と一体となって、かすみがうら市の
新しい街づくりに取り組みます」と記載されていました。そして、「中心市街地に複合
交流拠点の整備を進めます」とも書かれていました。【下図は、２０１８年７月坪井氏
のパンフレット】

坪
井
市
長

４
年
前
の
か
す
み
が
う
ら
市
長
選
挙
で
、

日
立
の
旧
筑
波
ハ
ウ
ス
跡
地
の
購
入
を
考
え
て
い
た
?!

国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正

加
入
世
帯
３
割
超

引
き
上
げ
！

かすみがうら市
国民健康保険令

和
４
年
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
第
１

回
定
例
会
で
、
国
民
健
康
保
険
の
税
率
改

正
案
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
加
入
世
帯
の
３
割
超
が
引
き

上
げ
と
な
る
と
し
て
佐
藤
議
員
と
設
楽
議

員
が
反
対
し
ま
し
た
。

18
歳
未
満
ま
で
の
子
ど
も

の
均
等
割
は
半
額



２０２２年 ４月（４）かすみがうら新聞１４６号

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
惨
な
映

像
が
毎
日
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
21
世
紀
の
今
、
戦
争
で

街
が
破
壊
さ
れ
、
当
た
り
前

の
平
和
な
日
常
が
壊
さ
れ
、

残
虐
な
行
為
で
何
の
罪
も
な

い
多
く
の
子
供
や
市
民
の
命

が
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思

い
ま
す
。

軍
事
に
軍
事
で
対
抗
す
れ

ば
、
戦
火
は
広
が
り
、
引
き

返
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
政
府
は
、
二

度
と
戦
争
を
し
な
い
と
宣

言
し
た
憲
法
９
条
を
持
つ

国
と
し
て
も
っ
と
平
和
外

交
に
徹
し
動
い
て
ほ
し
い
。

「
戦
争
や
め
て
」
の
思
い

で
、
自
分
に
で
き
る
人
道
危

機
に
瀕
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
々
へ
の
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

【
稲
吉
東

女
性
】

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
対
す
る
侵
略
が
連
日
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ロ
シ
ア
軍
の
空
爆

を
逃
れ
る
子
供
連
れ
の
家
族

を
み
る
と
、
私
も
４
歳
だ
っ

た
時
、
米
国
の
空
襲
か
ら
逃

れ
る
た
め
、
東
京
か
ら
祖
母

の
実
家
へ
母
と
祖
母
と
妹
の

４
人
で
疎
開
し
た
時
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

ロ
シ
ア
は
、
「
攻
撃
さ
れ

れ
ば
核
兵
器
で
答
え
る
」
な

ど
と
公
言
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
に
乗
じ
て
、
政
府
は
米
国

の
核
兵
器
を
配
備
し
て
共
同

運
用
す
る
「
核
共
有
」
や

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
」

の
議
論
を
進
め
、
憲
法
９
条

の
変
更
を
審
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
敵
基
地
攻
撃
と
は
相

手
国
の
領
域
に
入
り
レ
ー
ダ
ー

や
対
空
ミ
サ
イ
ル
な
ど
を

し
ら
み
つ
ぶ
し
に
破
壊
し
、

制
空
権
を
確
保
し
て
大
規

模
な
空
爆
を
行
う
こ
と
で

す
。
憲
法
９
条
を
改
悪
し
、

日
本
を
軍
事
対
軍
事
の
危

険
な
道
に
引
き
込
む
動
き

を
止
め
る
た
め
に
は
、
い
ま

一
人
一
人
が
声
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

【
稲
吉
東

小
林
】

読者の声

戦
争
や
め
て
！

①政治の責任で「賃金が上がる国」にする。
②社会保障と教育予算を、経済力にふさわしく充実する。
③富裕層と大企業に応分の負担を求め、消費税を５％に減税する。
④気候危機打開へ本気の取り組みを。
⑤ジェンダー平等をつらぬく。

「５つの大改革」で、暮らし応援、

やさしく強い経済を
新型コロナやロシアのウクライナ侵略と経済制裁の

影響で、ガソリンや小麦価格などの物価が高騰し、国
民生活は大変な状況になっています。
消費税５％への減税、インボイスの中止はいよいよ

急務に。国民の生活防衛のためにも賃金引き上げはま
すます必要です。物価上昇のもとでの年金減額など、

社会保障切り捨て政策は、抜本的に切り替えることが
求められています。
日本共産党は、新自由主義を終わりにして、「５つ

の大改革」で、「やさしく強い経済」をつくる大転換
をはかる。「何よりも、国民の暮らし応援」の政治実
現へ、全力で取り組みます

日
本
共
産
党
い
わ
ぶ
ち

友
議
員
は
、
４
月
11
日
の

参
院
決
算
委
員
会
で
、
コ

ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の
な

か
で
苦
し
む
中
小
事
業
者

の
実
態
を
示
し
、
大
企
業

減
税
を
や
め
て
消
費
税
減

税
を
行
う
こ
と
や
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
中
止
、

事
業
者
へ
の
直
接
支
援
を

４
月
以
降
も
継
続
し
拡
充

さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
商
工
団
体

連
合
会
が
行
っ
て
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
も
示
し
、
「
下

請
け
取
引
の
監
督
強
化
が

重
要
だ
」
と
質
し
ま
し
た
。

た
だ

さ
ら
に
中
小
企
業
へ
の
支

援
金
の
給
付
金
遅
れ
を

「
早
急
に
改
善
す
る
よ
う
」

求
め
ま
し
た
。

「
世
界
全
体
の
温
室
効

果
ガ
ス
を
２
０
２
５
年
ま

で
に
増
加
か
ら
減
少
に
転

じ
る
」
気
候
危
機
打
開
の

国
際
的
責
任
を
果
た
す
た

め
、
「
石
炭
火
発
の
廃
止

期
限
を
決
め
、
す
ぐ
に
で

も
取
り
組
む
べ
き
だ
」
と

迫
り
ま
し
た
。

比
例
代
表
・
参
議
院
議
員

い
わ
ぶ
ち
友

参
議
院
比
例
代
表
は
、
候

補
者
名
で
も
投
票
で
き
ま

す
【
制
度
紹
介
】

中
小
企
業
支
援
・
拡
充
、
消
費
税
減
税
、
石
炭
火
発

か
ら
の
脱
却
を

参
院
決
算
委
ー
い
わ
ぶ
ち
友
議
員
が
質
問

日
本
共
産
党
茨
城
県
委

員
会
は
３
月
23
日
、
学
童

保
育
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や

保
健
所
体
制
な
ど
、
コ
ロ

ナ
対
策
の
徹
底
を
求
め
る

申
し
入
れ
を
大
井
川
和
彦

知
事
に
行
い
ま
し
た
。

要
望
事
項
は
、
１
月
か

ら
３
月
ま
で
の
コ
ロ
ナ
に

よ
る
県
内
の
死
者
は
、
第

５
波
に
比
べ
約
３
倍
と
指

摘
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
遅

れ
や
不
十
分
な
検
査
体
制

が
感
染
拡
大
を
招
い
た
と

し
▽
１
日
１
万
７
千
件
を

超
え
る
規
模
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
能
力
の
拡
充
▽
３
回

目
ワ
ク
チ
ン
の
早
急
な
接

種
▽
国
の
「
事
業
復
活
支

援
金
」
へ
の
県
独
自
の
上

乗
せ

─

な
ど
19
目
。

山
中
た
い
子
県
議
は

「
学
校
や
保
育
所
、
学
童

保
育
で
定
期
的
な
検
査
を

行
う
体
制
を
」
、
江
尻
か

な
県
議
は
「
陽
性
者
に
占

め
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
な

ど
、
必
要
な
情
報
提
示
を
」

と
求
め
ま
し
た
。

県
感
染
症
対
策
課
の
担

当
者
は
、
小
学
校
で
の
検

査
用
の
10
万
件
分
を
購
入

し
て
市
町
村
に
配
布
し
た

と
説
明
。
検
査
拡
充
、
陽

性
者
の
同
居
家
族
に
限
定

し
た
濃
厚
接
触
者
の
追
跡

も
、
状
況
を
み
て
拡
大
し

た
い
と
答
え
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

茨
城
県
に
要
望

共
産
党
県
委
員
会

かすみがうら市民によるロシアへの

抗議のスタンディング ＝３月７日

誰
の
た
め
の
戦
争


